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特進日曜教室開講
（中学３年生対象）

 8:00～ 8:20
 8:30～ 9:40

 9:55～11:05

11:20～12:30

受　付
１教科目授業
個別指導
２教科目授業
個別指導
３教科目授業
個別指導

時 程

当初予定していた6月21日と7月19日は
中止とさせていただきます。
※詳細は，本校ＨＰをご覧いただくか，本校「日曜教室担当」までお問い合わせください。

体験入学を実施します
8月1日㈯･23日㈰ 10：00～● （熊本県内各地送迎バス運行予定）

詳細は，各中学校経由で
６月中にお知らせします。

秋の体験入学は10月18日㈰に実施予定です。

● 10：00～8月2日㈰･22日㈯ （鹿児島県内各地送迎バス運行予定）

受講料：無 料
※プリント代等実費200円を
　用意して下さい。

11月８日 英語・数学・国語
11月22日 数学・国語・英語

入試問題解説予定12月13日
12月27日

科
基
礎
課
程
か
ら
八
十
一
名（
本

校
専
門
課
程
）、
医
療
福
祉
科
か

ら
一
名（
医
療
系
）、
普
通
科
普
通

課
程
か
ら
九
名
、
教
養
課
程
か
ら

十
七
名（
公
務
員
受
験
・
自
動
車
・

調
理
・
教
育
・
語
学
・
建
築
・
美

容
・
事
務
・
ホ
テ
ル
観
光
・
医
療

系
な
ど
）の
合
計
百
十
名
が
進
学

し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
入
学
以
来
、
一
年
次

か
ら
段
階
的
に
進
路
指
導
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
福
祉
科
と
看
護
学
科
で
は

校
内
実
習
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ（
臨
地
・
施
設
・
介
護
実
習
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就

職
希
望
者
の
全
員
内
定
に
向
け
て
、

職
場
見
学
、
外
部
講
師
指
導
に
よ

る
マ
ナ
ー
・
面
接
講
座
や
公
務
員

模
試
な
ど
、
本
校
職
員
総
力
を
あ

げ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力

が
実
り
、
看
護
師
八
十
五
名（
専

門
課
程
）、
福
祉
介
護
職
二
十
六

名（
医
療
福
祉
科
）、
鉄
道
・
運
送
・

製
造
・
警
備
・
飲
食
・
介
護
職
な

ど
十
四
名（
普
通
・
教
養
課
程
）、

公
務
員
二
名（
教
養
課
程
）の
就
職

内
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日（
水
）、

第
三
二
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の

合
格
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
に
受
験
し
た
生
徒
二
九
名
全

員
が
合
格
で
し
た
。
本
校
は
第
三
回

か
ら
受
験
し
て
お
り
、
今
回
は
三
〇

回
目
の
受
験
で
、
全
員
合
格
は
十
五

年
ぶ
り
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

国
家
試
験
後
の
自
己
採
点
で
は
、

全
員
が
基
準
点
で
あ
る
七
十
五
点
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前

回
ま
で
の
国
家
試
験
結
果
の
推
移
を

み
る
と
、
合
格
基
準
点
が
大
き
く
引

き
上
げ
ら
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
生
徒
も
教
員
も
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
結
果
発
表
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。

　

合
格
発
表
当
日
は
、
生
徒
の
受
験

番
号
を
印
刷
し
た
用
紙
を
片
手
に
、

一
人
ひ
と
り
の
合
否
を
確
認
し
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
生
徒

の
合
格
を
確
認
し
終
え
た
と
き
、
医

療
福
祉
科
全
職
員
が
歓
喜
の
声
を
あ

げ
た
の
で
し
た
。
自
己
採
点
後
の
懸

念
と
は
裏
腹
に
、
全
国
の
合
格
率
は

六
九
・
九
％
、
福
祉
系
高
等
学
校
で

も
七
七
・
九
％
と
、
ほ
ぼ
例
年
並
み

で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
全
員
が
合
格
で

き
た
の
は
、
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
頑
張
り
と
保
護
者
の
皆
様
の

ご
協
力
、
そ
し
て
激
励
の
言
葉
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々

の
お
か
げ
と
、
ひ
と
え
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
後
に
続
く
令
和
二
年

度
の
受
験
生
に
対
し
て
も
、
前
年

度
同
様
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
本

人
ら
し
く
頑
張
り
、
全
員
が
合
格

で
き
る
よ
う
支
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

第
一
〇
九
回
国
家
試
験
の
合
格

発
表
が
三
月
十
九
日（
木
）に
あ
り

ま
し
た
。
本
校
で
は
、
看
護
師
養

成
五
年
一
貫
教
育
へ
移
行
後
の
十

四
期
生
と
し
て
、
八
十
七
名
が
受

験
し
ま
し
た
。
全
国
の
合
格
率
が

八
九･

二
％
の
中
、本
校
は
九
八
・

九
％
の
合
格
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
合
格
を
目
指
し
、
国
家
試

験
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
十
三

年
目
と
な
り
、
０
限
や
八
限
・
九

限
、
休
暇
期
間
を
利
用
し
た
国
家

試
験
対
策
講
座
へ
の
参
加
や
、
校

内
・
校
外
の
ゼ
ミ
へ
の
積
極
的
参

加
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

看
護
学
科
職
員
全
員
が「
全
員

合
格
」を
合
い
言
葉
に
、
今
年
度

も
四
月
十
四
日
か
ら
補
習
授
業
を

実
施
し
生
徒
を
支
え
て
い
ま
す
。

●
大
学
・
短
期
大
学

　

令
和
二
年
三
月
現
在
に
お
い
て
、

大
学
・
短
大
合
格
者
数
は
特
進
課

程
九
十
六
名
、
教
養
課
程
二
十
二

名
、
普
通
課
程
十
名
、
医
療
福
祉

科
二
名
、
合
計
一
三
○
名
と
な
り

ま
す
。
主
な
合
格
大
学
は
、
大
阪

大
学
一
名
、
九
州
大
学
二
名
、
長

崎
大
学
一
名
、
熊
本
大
学
七
名
、

鹿
児
島
大
学
六
名
、
上
智
大
学
一

名
・
法
政
大
学
一
名
・
明
治
大
学

一
名
・
立
教
大
学
一
名
・
東
京
理

科
大
学
一
名
、
日
本
大
学
一
名
、

同
志
社
大
学
一
名
、
西
南
学
院
大

学
八
名
、
福
岡
大
学
十
二
名
な
ど

で
す
。
科
・
課
程
ご
と
の
合
格
大

学
お
よ
び
合
格
者
数
の
詳
細
は
左

の
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
専
修
学
校（
各
種
学
校
を
含
む
）

　

専
修
学
校
を
選
択
す
る
生
徒
は
、

就
職
に
直
結
す
る
資
格
や
技
能
の

習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
選
択

に
あ
た
り
、
国
家
試
験
等
合
格
率

や
就
職
先
な
ど
注
目
す
べ
き
項
目

で
す
。

　

本
年
は
看
護
学
科
専
門
課
程
か

ら
二
名（
助
産
師
学
科
）、
看
護
学

努
力
の
成
果

努
力
の
成
果

進
学
状
況

就
職
状
況

介
護
福
祉
士

　

 

国
家
試
験
概
況

看
護
師
国
家
試
験
概
況

国公立･準大学 合計

大阪大 1名 九州大 2名 広島大 1名
長崎大 1名 熊本大 7名 鹿児島大 6名など

介護福祉士国家試験 看護師国家試験

100％23名合格 98.9％合格率 合格率

令和元年度 大学合格実績
特 進 課 程
大　　　学

名 古 屋 工 業 大 学
大 阪 大 学
広 島 大 学
九 州 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
鹿 児 島 大 学
九 州 歯 科 大 学
熊 本 県 立 大 学
宮 崎 公 立 大 学
防 衛 大 学 校
千 葉 工 業 大 学
國 學 院 大 学
上 智 大 学
東 京 都 市 大 学
東 京 理 科 大 学
法 政 大 学
明 治 大 学
立 教 大 学
神 奈 川 大 学
大 谷 大 学
京都先端科学大学
同 志 社 大 学
関 西 外 国 語 大 学
九州栄養福祉大学
九 州 産 業 大 学
久 留 米 大 学
久 留 米 工 業 大 学
国際医療福祉大学
西 南 学 院 大 学
福 岡 大 学
福 岡 工 業 大 学
福岡国際医療福祉大学
長 崎 外 国 語 大 学
熊 本 学 園 大 学
熊本保健科学大学
祟 城 大 学
東 海 大 学
日 本 文 理 大 学
宮崎産業経営大学
鹿 児 島 国 際 大 学
大　　学　　計

鹿児島県立女子短期大学
鹿児島純心女子短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
1
1
2
1
7
6
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
6
2
2
8
12
1
1
2
4
4
3
1
1
2
2
93
2
1
3
96

教 養 課 程
大　　　学

立 正 大 学
神 奈 川 大 学
神 奈 川 工 科 大 学
洗足学園音楽大学
神 戸 学 院 大 学
九 州 産 業 大 学
九 州 女 子 大 学
西 南 女 学 院 大 学
福 岡 工 業 大 学
西 九 州 大 学
熊 本 学 園 大 学
第 一 工 業 大 学
宮崎産業経営大学
志 学 館 大 学
鹿 児 島 国 際 大 学
鹿児島純心女子大学
大　　学　　計

大分県立美術短期大学
鹿児島女子短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
19
1
2
3
22

普 通 課 程
大　　　学

日 本 大 学
日 本 体 育 大 学
名 古 屋 経 済 大 学
京 都 橘 大 学
大 阪 学 院 大 学
至 誠 館 大 学
日 本 経 済 大 学
大　　学　　計

川内職業能力開発短期大学
第一幼児教育短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
2
1
1
1
1
1
8
1
1
2
10

医療福祉科
大　　　学

九州看護福祉大学
鹿 児 島 国 際 大 学
大　　学　　計
合　　　計

人 数
1
1
2
2

令
和
三
年
度
の
入
試
要
項
決
ま
る

全
科･

課
程
で
推
薦･

一
般（
専
願
・
併
願
）受
験
が
可
能
で
す
。

推
薦
入
試　

一
月　

十
八
日（
月
）

一
般
入
試　

一
月
二
十
四
日（
日
）

【
募
集
定
員
】（
全
科
・
課
程
男
女
共
学
）

　

普
通
科
特
進
課
程　
　
　
　

五
十
名

　

普
通
科
教
養
課
程　
　
　
　

三
十
名

　

普
通
科
普
通
課
程　
　
　

三
十
五
名

　

看
護
学
科　
　
　
　
　
　
　

八
十
名

　

医
療
福
祉
科　
　
　
　
　
　

四
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計
二
三
五
名

【
願
書
受
付
】（
推
薦･

一
般
入
試
と
も
）

　

一
月
五
日（
火
）～
一
月
十
三
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
（�

土
日
祝
日
を
除
く
）

【
推
薦
入
試
】

　

全
科
・
課
程
…
書
類
審
査
・
面
接

【
一
般
入
試
】

　

専
願
…�

本
校
第
一
志
望
、
合
格
し
た

ら
必
ず
入
学
す
る
人

　

併
願
…�

他
校
が
第
一
志
望
の
人

［
特
進
課
程
］

　

国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
科
試
験

　

…
各
五
十
分
、
一
〇
〇
点
満
点

　

理
科
・
社
会
の
学
科
試
験

　

…�

各
三
十
分
、
五
〇
点
満
点

　
　
（
合
計
四
〇
〇
点
）

　

書
類
審
査
、
面
接

［
教
養
課
程
・
普
通
課
程

　
　
　
　
　
看
護
学
科・医
療
福
祉
科
］

　

国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
科
試
験

　

…
各
五
十
分
、
一
〇
〇
点
満
点

　
　
（
合
計
三
〇
〇
点
）�

　

�

書
類
審
査
、
面
接
（
教
養･

普
通
課
程

併
願
受
験
生
を
除
く
）

【
合
格
発
表
】

　

推
薦
…
一
月　

二
十
日（
水
）�

　

一
般
…
一
月
二
十
九
日（
金
）

【
入
学
手
続
】

　

二
月
一
日（
月
）〜
二
月
十
日（
水
）

　

午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

（�

た
だ
し
教
養
課
程
・
普
通
課
程
の
併

願
合
格
者
は
公
立
高
校
合
格
発
表
日

翌
日
の
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
）

　

※�

看
護
学
科
・
医
療
福
祉
科
は
、
希

望
者
全
員
に
病
院
・
施
設
奨
学
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

※�

普
通
科
全
課
程
の
推
薦
・
専
願
入

学
生
で
、
特
に
人
物
良
好
で
他
の

模
範
と
な
る
生
徒
に
は
、
学
園
奨

学
金
制
度
が
あ
り
ま
す（
適
用
人

数
に
制
限
あ
り
）。

　

数
年
前
に
東
京
上
野
の
国

立
科
学
博
物
館
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
隣
接
の
別
館
で

ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
関
連
の
展
示

が
あ
り
一
時
間
近
く
か
け
て

並
ん
で
ま
で
観
た
。
そ
れ
に

は
明
確
な
訳
が
あ
っ
た
の
だ

が
こ
こ
で
は
書
か
な
い
。
本

館
に
も
足
を
運
ん
だ
。
そ
こ

に
は
っ
き
り
と
し
た
目
的
物
が
あ
っ
た

訳
で
は
な
い
が
、
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
よ
り

も
観
て
み
た
い
も
の
は
あ
っ
た
。
フ
ー

コ
ー
の
振
り
子
で
あ
る
。
▼
こ
こ
の
振

り
子
は
長
さ
十
九
ｍ
の
鋼
の
糸
と
質
量

四
十
八
㎏
の
鉛
の
球
で
出
来
て
い
て
九

秒
ほ
ど
か
け
て
振
れ
て
い
る
。
床
に
は

分
度
器
が
書
い
て
あ
り
、
し
ば
ら
く
観

察
す
る
と
振
れ
る
方
向
が
最
初
と
は
ズ

レ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
振
り

子
は
一
時
間
で
九
度
弱
、
元
の
方
向
に

戻
る
の
に
四
十
一
時
間
か
か
る
ペ
ー
ス

で
ズ
レ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
球
が
自

転
し
て
い
る
こ
と
が
、
地
上
に
い
な
が

ら
、
証
明
で
き
る
と
物
理
で
習
っ
た
か
。

確
か
に
、
地
面
が
動
い
て
い
る
の
な
ら

振
り
子
の
振
動
面
は
ズ
レ
そ
う
だ
。
三

十
分
程
見
つ
め
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
四

階
か
ら
地
下
一
階
ま
で
あ
る
大
き
な
振

り
子
が
少
し
ず
つ
ズ
レ
て
い
く
。「
地
球

は
本
当
に
自
転
し
て
い
る
の
だ
な
あ
」

と
感
心
し
た
。
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

経
験
は
貴
重
で
あ
り
大
切
で
あ
る
。
こ

の
振
り
子
を
観
て
物
理
に
興
味
を
持
つ

子
供
も
多
い
だ
ろ
う
。
私
自
身
そ
う
い

う
子
で
あ
っ
た
。
▼
し
か
し
、
詳
し
く

知
り
た
い
人
に
は
こ
れ
で
は
足
り
な
い
。

例
え
ば
、
何
故
こ
れ
だ
け
ズ
レ
た
の
か

説
明
す
る
に
は
別
の
何
か
が
い
る
。
物

理
学
の
場
合
そ
れ
は
数
学
だ
。
し
か
し

簡
単
な
自
然
現
象
を
説
明
す
る
と
き
で

あ
っ
て
も
、
使
う
数
学
は
難
し
い
こ
と

が
多
い
。
こ
こ
に
も
数
学
で
の
詳
し
い

説
明
ま
で
は
な
か
っ
た（
と
思
う
）。
で

も
難
し
い
こ
と
自
体
は
仕
方
が
な
い
。

難
し
く
考
え
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
。
簡
単
な
言
葉
で
は
間
違

い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。

▼
物
理
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
数

学
そ
の
も
の
も
、
説
明
が
難
し
く
と
も

そ
れ
で
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
ど
う

に
も
な
ら
な
い
分
野
だ
ら
け
で
あ
る
。

物
理
や
数
学
の
そ
の
辺
の
事
情
を
理
解

し
て
お
ら
ず
、
大
学
進
学
後
に
後
悔
す

る
学
生
は
多
い
。
他
の
分
野
に
お
い
て

も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
フ

ー
コ
ー
の
振
り
子
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
に
も
あ
る
ら
し
い
（
フ
ォ
ー
ト
レ

ス
・
エ
ク
ス
プ
ロ
レ
ー
シ
ョ
ン
内
）が

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
今
出
水　

泰
志
）

紫　尾　嶺
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黒
田
　
安
名

　

僕
は
、
麻
緒
が
陸
上
と
向
き

合
っ
て
い
る
姿
を
中
学
校
時
代
か

ら
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
入

学
当
初
は
、
陸
上
に
対
し
て
そ
れ

ほ
ど
熱
い
心
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
学
年
の
終
わ
り
頃
か

ら
心
の
変
化
が
あ
り
、
卒
業
後
も

実
業
団
で
走
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

同
時
に
こ
の
頃
か
ら
、
少
し
ず
つ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

高
校
三
年
間
は
故
障
も
な
く
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
、
三
年
生
の

時
に
は
全
国
都
道
府
県
女
子
駅
伝

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
四
区
を
区

間
四
位
で
走
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

自
分
に
自
信
が
つ
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
区
対
抗

女
子
駅
伝
で
は
、
一
区
を
区
間
新

記
録
で
区
間
賞
と
さ
ら
に
力
を
つ

け
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

実
業
団
一
年
目
ワ
コ
ー
ル
に

入
社
。
そ
し
て
二
〇
一
七
年
世
界

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
の
日
本

代
表
、
実
業
団
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝

に
て
区
間
新
で
区
間
賞
と
ま
す
ま

す
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

故
障
や
怪
我
で
思
う
よ
う
に
走

れ
ず
、
苦
し
く
ど
ん
底
の
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
持
ち
前
の

明
る
さ
と
周
り
の
多
く
の
方
々
の

支
援
に
よ
り
苦
し
い
時
期
を
乗
り

越
え
て
、
今
の
一
山
麻
緒
と
い
う

選
手
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
初
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う

舞
台
は
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
夢
が
目
標
と

な
り
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を

積
み
重
ね
た
結
果
、
そ
の
夢
を
掴

み
取
っ
た
の
で
す
。

　

彼
女
を
近
く
で
見
て
い
て
私
が

感
じ
た
こ
と
は
、
陸
上
に
対
す
る

熱
い
思
い
、
そ
し
て
何
よ
り
人
間

的
な
成
長
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
諦
め

る
こ
と
な
く
、
夢

に
向
か
っ
て
頑
張

っ
て
下
さ
い
。
夢

は
、
掴
め
ま
す
。

一
山
　
麻
緒

　

私
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

に
憧
れ
て
い
た
の
で
、
中
学
生
の

頃
か
ら
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

に
な
り
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
思
い
で
、
中
央
の

教
養
課
程
を
選
ん
だ
わ
け
で
す
が

高
校
の
恩
師
で
あ
る
黒
田
先
生
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、
高
校

を
卒
業
す
る
頃
に
は
、「
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て

恩
返
し
が
し
た
い
。」と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
コ
ー
ル
に
入
社
を
決

め
た
時
も
入
社
し
て
か
ら

も
、
マ
ラ
ソ
ン
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
い
と

い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
だ
中
学
生
く
ら

い
の
頃
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

は
私
に
と
っ
て
雲
の
上
の
存
在
で
、

他
人
事
の
よ
う
に
し
か
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
本
当
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
本
気
で
目
指
し

て
、
そ
し
て
本
当
に
日
本
代
表
の

切
符
を
取
れ
た
事
が
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

決
し
て
、
こ
の
切
符
を
取
る
ま

で
順
調
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
思
う
よ
う
に
走
れ
ず
、

ど
ん
底
に
陥
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
そ
ん
な
時
期
を
試
練
だ

と
思
い
、
耐
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

心
身
共
に
成
長
で
き
、
今
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
周
り
に
は
、
ど
ん
な
時
で

も
支
え
て
く
れ
る
温
か
い
方
が

沢
山
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な

方
々
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

辛
い
時
も
乗
り
越
え
ら
れ
、
今
の

私
が
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
年
延
期
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大

変
な
時
期
で
も
、
開
催
し
て
い
た

だ
け
る
事
に
感
謝
し
、
私
自
身
も

よ
り
強
く
成
長
し
、
世
界
で
戦
う

為
の
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。あ
る
人
と
の
出
会
い
が
、

自
分
の
夢
を
大
き
く
花
道
へ
と
導

く
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
、
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
、
本
科
生
二

二
八
名
、
専
攻
科
生
八
十
一
名

の
計
三
〇
九
名
の
新
入
生
を
む

か
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
例
年
よ
り
約

一
週
間
遅
れ
と
な
っ
た
始
業
式

と
入
学
式
は
、
地
元
を
中
心
と

す
る
限
ら
れ
た
通
学
生
だ
け
が

登
校
す
る
中
、
体
育
館
は
間
隔

を
空
け
て
整
列
し
、
式
を
短
縮

し
て
行
う
な
ど
、
感
染
予
防
に

注
意
し
な
が
ら
異
例
づ
く
し
の

式
典
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
登
校
で
き
な
い
生
徒
や
寮

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
上

の
配
信
映
像
を
視
聴
し
て
、
一

緒
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
始
ま
っ
た
授
業

は
、
一
部
の
生
徒
だ
け
が
登
校

し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
自
宅

待
機
の
状
態
で
し
た
が
、「
学

び
を
止
め
な
い
」と
の
思
い
か

ら
、
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
同
時
配
信
し
て
自
宅
に
い
な

が
ら
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
は
、

す
べ
て
の
生
徒
が
登
校
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
状
態
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、毎
日
の
健
康
観
察（
体

温
計
測
）や
朝
夕
の
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
ま
で
を
、
す
べ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
与

え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
出
来
る

こ
と
は
何
か
、
何
を
行
う
べ
き

か
を
考
え
実
行
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
は
、
友
人
と
会
う
こ
と
も
、

部
活
動
に
打
ち
込
む
こ
と
も
出

来
な
い
辛
い
日
々
が
続
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
方
は
、

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
毎
日
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
映
像
が
届
か
な

い
生
徒
達
へ
の
メ
デ
ィ
ア
作
成

を
す
る
傍
ら
、
慣
れ
な
い
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
の
授
業
や
教
材

研
究
に
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
だ
暫
く
は
、
行
動
の

多
く
が
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
お

互
い
に
も
う
少
し
我
慢
し
ま
し

ょ
う
。
こ
の
不
幸
な
状
況
が
一

日
も
早
く
終
息

し
、
平
常
の
学

校
生
活
に
戻
れ

る
こ
と
を
全
生

徒
・
職
員
で
祈

り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
事
に
な

り
ま
し
た
入
口
で
す
。
Ｐ
と
Ｔ
、

そ
し
て
Ｐ
と
Ｐ
と
の
会
話
・
連

携
を
持
ち
な
が
ら
生
徒
の
豊
か

な
成
長
と
能
力
が
高
め
ら
れ
る

よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
丁
度
一
年
前
、
令
和
と

い
う
新
し
い
時
代
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
人
々
に
美
し
く
心

を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生

ま
れ
育
つ
と
念
ぜ
ら
れ
た
令
和

で
あ
り
ま
し
た
が
二
年
目
の
今

年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
と
て
つ
も
な
く
世

界
を
脅
か
す
感
染
症
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
事
に
よ
っ
て

私
達
の
生
活
に
国
や
県
か
ら
も

制
限
が
課
せ
ら
れ
、
学
校
を
始

め
社
会
全
体
が
大
変
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
、経
済
に
於
い

て
も
深
刻
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
の
成
長
は「
木
は

木
の
中
、
人
は
人
の
中
」と
言

わ
れ
ま
す
。
動
物
や
植
物
、
そ

し
て
人
も
共
に
支
え
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
こ
の
自
然
の
中
で

生
か
さ
れ
成
長
し
て
い
る
共
存

型
社
会
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
が
一
刻
も
早
く
終
息
に
向
か

い
生
徒
一
人
一
人
が
中
央
高
校

で
の
学
校
生
活
を
通
し
て
、
保

護
者
・
先
生
方
そ
し
て
友
達
と

共
に
学
び
交
流
を
し
な
が
ら
令

和
の
時
代
に
生
か
さ
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
を
切
り
開
き
、

心
を
寄
せ
合
い
逞
し
く
成
長
し

て
い
く
事
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

入 口 　守 会長 校 長  木山  博隆

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に

入
口　
守
様
就
任

今
年
３
月
に
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
を
国
内
最
高
記
録

で
優
勝
し
た
一
山
麻
緒
選
手（
Ｈ
27
年
度
卒
）よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
本
校
女
子
駅
伝
部

黒
田
安
名
監
督
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部

②
ギ
タ
ー
・
音
楽
鑑
賞
・
散
歩

③
イ
チ
ゴ
・
カ
レ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー

④�　

英
語
は
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に

「
練
習
を
続
け
る
」
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

�　

練
習
を
継
続
し
て
、
生
徒
と
共

に
力
を
高
め
合
え
る
教
員
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
英
語
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
員
を

目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
九
州
大
学
大
学
院
理
学
府

　

物
理
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程

②
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン

③
ラ
ー
メ
ン
、
焼
肉

④�　

物
理
は
身
の
回
り
に
実
際
に
起

こ
っ
て
い
る
現
象
を
扱
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
仕
組
み
や
法
則
は

単
純
な
数
式
で
表
せ
る
場
合
が
多

い
で
す
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
ら

の
法
則
を
駆
使
す
る
こ
と
で
様
々

な
物
理
的
な
現
象
を
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
物

理
の
面
白
さ
を
、
身
近
な
例
を
使

い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ

楽
し
く
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
美
術
鑑
賞
、

　

読
書

③
お
寿
司
、焼
肉
、カ
レ
ー
、み
か
ん

④�　

将
来
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
社

会
人
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え

で
、
大
切
な
こ
と
を
総
合
的
に
教

え
ら
れ
る
教
師
に
な
り
た
い
で

す
。
つ
ま
り
地
理
歴
史
公
民
（
専

門
は
世
界
史
）
の
こ
と
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
人
を
思
い
や
る
心

や
未
来
を
生
き
る
に
あ
た
っ
て
ど

ん
な
こ
と
が
重
要
な
の
か
を
伝
え

た
い
で
す
。

①
長
崎
短
期
大
学

②
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
作
り
、

　

ビ
ー
ズ
手
芸

③
苺
、
プ
リ
ン

④�　

私
が
担
当
す
る
「
家
庭
科
」

は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
よ
り
よ
く

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
学
ぶ
科
目
で
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で
疑
問

に
感
じ
て
い
る
「
衣
・
食
・
住
・

保
育
・
消
費
」
等
の
問
題
に
つ
い

て
一
緒
に
解
決
し
、
将
来
、
自
立

し
た
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

な
実
践
的
な
授
業
を
目
指
し
ま
す
。

私
自
身
も
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
常
に
成
長
し
続
け
る
教
師
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
阿
久
根
商
工
高
等
学
校

②
カ
ラ
オ
ケ

③
鶏
肉
以
外　

好
き
嫌
い
な
し

④
〈�

寮
生
活
が
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
！
〉

　

今
年
度
か
ら
第
１
女
子
寮
の
寮

監
・
寮
母
と
し
て
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
初
め
て
の
経
験
で
不
安
で
す

が
、
一
日
も
早
く
皆
さ
ん
に
お
会
い

し
た
い
で
す
。

　

集
団
生
活
を
と
お
し
て
基
本
的
な

社
会
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自
主
性
・

協
調
性
を
養
い
、
出
水
中
央
高
校
の

生
徒
と
し
て
相
応
し
い
規
律
あ
る
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

池田　友貴 先生
（英語科）

小 田 　択 先生
（地理歴史公民科）

柏木　絹代 先生
（家庭科）

開田　丈寛 先生
（理　科）

久保　忠徳さん 久保　まゆみさん
第一女子寮 寮監・寮母

①
最
終
学
歴

　
　
　②
趣

　味

③
好
き
な
食
べ
物

　④
目
指
す
教
師
像

新

　任

　紹

　介

　

四
月
十
三
日（
月
）、
十
三
時

か
ら
令
和
二
年
度
の
入
学
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。
式
そ
の
も
の

は
、
簡
略
化
し
約
二
十
分
と
い

う
短
い
も
の
で
し
た
が
、
参
加

し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣

な
表
情
と
態
度
で
臨
み
、
入
学

し
た
意
義
を
十
分
に
感
じ
取
っ

て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
よ
り

参
加
さ
れ
た
新
入
生
や
保
護
者

の
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

入　学　式

強化指定部の紹介

　野球部は，城須智也監督のもと，平成18年

４月県大会準優勝以来の九州大会出場，そし

て初の甲子園出場を目標に日々鍛錬していま

す。屋内練習場をはじめ，環境の整った専用

球場で思う存分野球に打ち込み，「出水から甲

子園」を合言葉に甲子園初出場を叶えます。

野 球 部

悲願達成
　男女駅伝部は出水市陸上競技場を中心に活

動しています。

　陸上競技の究極の目標である「より速く！」

をどん欲に追求し、競技力の向上に熱心に取

り組む集団でありたいと思っております。『向

上心』・『探求心』・『感謝の心』を忘れずに全

国高校駅伝出場を目指します。

　東京オリンピックの女子マラソン代表、一

山先輩に続きたいと思っております。

駅 伝 部

　私たち吹奏楽部は，吹奏楽練習ホールでの

とても恵まれた環境の中で練習に励んでいま

す。昨年度は，九州吹奏楽コンクールで金賞

を受賞，今年度も演奏会を予定しており，そ

の他にも各種行事でも演奏をいたします。

　吹奏楽を通してたくさんの方々と交流し，

感動的な音楽ができるように頑張っていきま

す。これからの吹奏楽部の応援をよろしくお

願いします。

吹奏楽部

　１月に行われた県高等学校新人サッカー大

会では準優勝し，九州高等学校サッカー新人

サッカー大会に出場することができました。

昨年度から，四大会連続決勝進出していま

すが，県制覇には力が及びません。九州大

会での悔しさを糧に，11月の選手権大会で

は，鹿児島制覇を実現できるよう，「FOR THE 

TEAM」の精神で頑張ります！

サッカー部

一山 麻緒選手 名古屋ウィメンズマラソン優勝祝
私
の
夢

一
山
麻
緒
と
い
う
選
手

（読売新聞提供）


